
 

 

 高等部 

スマイルマーケットは、お客様の人数を制限しながら、午

前２回、午後１回開催しました。木工班、レザークラフト班、手

工芸班、陶芸班、基礎作業班は、製作した商品の販売、シー

ル加工班、クリーン活動班は、日々行っている作業内容の実

演を行いました。はじめのうちは緊張しながらお客様と接し、

製品の紹介や会計、作業の実演を行っていた生徒達も、心

を込めて製作した製品を数多く購入していただけたことや

実演に対してたくさんの拍手をいただけたことで、多く 

の満足感や達成感を得ることができ、笑顔で 

充実した時間を過ごすことができました。

 

第２０回特別支援学校スポーツ大会 

１０月９日（土）に県営あづま総合運動公園を会場に、第２０回福島県特別支援学校スポーツ大会が開催されました。本校からは、３４名 

の高等部生徒がバスケットボール競技、フライングディスク競技、ボッチャ競技、陸上競技の４競技に参加しました。参加生徒は、これまでの練 

習の成果を発揮すべく、一生懸命試合に取り組みました。結果は、ほとんどの競技で入賞するという優秀な成績を収めることができました。 

大会後、生徒たちはとても充実した表情を見せていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 中学部 

中学部は「世界を旅しよう」というテーマのもと、１年生は南北アメリカの音楽やダン 

ス、２年生は南国ハワイのダンス、３年生はヨーロッパの音楽やスポーツを発表しました。 

事前学習で各地域について調べ、学んだことをセリフや演技に取り入れるなど工夫しな 

がら練習を重ね、本番では元気いっぱいのステージを披露することができました。 

 小学部  

小学部は１、２年生が視聴覚室、３、４、５、６年生が体育館でステージ発表を行 

いました。それぞれに工夫を凝らして、セリフや動きのやりとり、ダンス、楽器の演奏 

などみんなで楽しみながら練習に取り組んできました。当日は、緊張しながらも思 

い出に残るよう学年一丸となって練習の成果を発表することができました。 

 

実行委員会（児童生徒）より 

今年の太陽祭もコロナ予防のためいろいろな

制限の中で行われましたが、その中でできること

を精一杯やれたと思います。実行委員会では放

課後遅くまで残って司会進行の練習をしたり、み

んなの気持ちを一つに盛り上げるために毎日放

送をしたり、オープニング映像を作ったりしまし

た。大変でしたが頑張った分、充実感がありま

す。来年も太陽祭の素晴らしい伝統をつないで

いってもらいたいと思います。 
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（学校だよりは HP でもご覧いただけます。） 

 

 

今年度のテーマは、「光り輝く太陽祭 みんなで大きな虹をかけよう」でした。当日の朝、爼板山から吾

妻山にかけて二重の大きな虹がかかっていました。テーマ通りの素晴らしい太陽祭になることを表してい

るかのようでした。ステージ発表、スマイルマーケットともに、児童生徒一人一人が日頃の学習成果を発

揮し、みんな虹のように光り輝いていました。今年度も感染症防止対策のため、各家庭お一人様だけの来

校をお願いする形となり、そんな輝く子供たちをより多くの方々に観ていただけなかったことがとても残

念でなりません。次年度は、一般の方々にも公開できることを期待したいと思います。 

 


